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子どもの振り返り 
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１ 学校生活は楽しい 

２ 自分から進んで あいさつができる 

８ 家で 復習・予習などの勉強を毎日している 
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未来を拓く板橋の子  

高 

低 
５ 人の話をしっかり聞き 学習に取組んでいる 

 

ーめざす子ども像ー 

今，何をするときか分かる子 
 

目標をもち,よく考え意欲的に学習する子   

                                             （確かな学力） 

出会う人・もの・時を大切にする子      

                                            （豊かな心） 

自ら判断し,ねばり強くやりぬく子        

                                             （強い心と体） 
「子どもの振り返り」結果より 

 
 
 
１ 学校生活は楽しい 

 ・ほとんどの児童が楽しいと答えていますが，数％の児童は， 

 「学校生活は楽しくない」と答えています。楽しくない要因を 

  取り除き，すべての児童が顔を輝かせて登校できる学校にし 

  ていきたいものです。 

２ 自分から進んであいさつができる 

 ・児童の意識と大人の認識の差が大きいものの一つに「自ら進 

  んであいさつ」があります。挨拶は学校内外を問わず，日常 

  生活の中で心を通わす大切なものです。朝のスタート集団登 

  校から，気持ちのよい挨拶で始まってほしいと思います。 

７ 自分から進んで本を読んでいる 

 ・保護者の方も子どもも「読書」の項目で高学年になるほど減 

  る傾向が見られます。高学年になるほど塾や習い事へ通う子 

  どもが増え，学校以外の場所での読書の時間がとりにくいと 

  考えられます。どれだけの本を読んでいるかという冊数だけ 

  でなく，内容や時間，読書に対する姿勢など，いろいろな視 

  点から，取り組み方を工夫する必要があると考えます。 

８ 家で予習・復習などの勉強を毎日している                           

 ・かなり定着してきているのは，各学級の取組や家庭での支え 

  が大きな原動力になっていると思います。しかし，学習の内 

  容や，自学自習に向けて工夫されているかという点について 

  は，これからも指導していかなければならない課題です。 

   

特別号２ 

高 

低 

７ 自分から進んで本を読んでいる 

  後期学校評価にご協力いただき，ありがとうございました。保護

者の皆様からいただきましたご回答の中には本校の取組を肯定的に

受止めくださっているもの，激励のもの，ご指摘のもの等様々な側

面からのご意見や評価をいただきました。学校内部からはなかなか

見えにくいこと，気づけなかったところ等知ることができました。 

 教職員の「自己評価」結果と「子どもの振返り」と合わせて，継

続・発展すべきところ，改善すべきところを明らかにして，今後の

教育活動に生かしていけるよう取組を進めてまいります。また，保

護者の皆様と評価結果を共有し連携していけたらと思います。 

３ 友だちを大切にし 仲良くできている 
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４ 授業は楽しい 

子どもの振り返り結果から 
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※学校ホームページでは，カラー版を掲載しています。

0% 

31% 

64% 

61% 

27% 

5% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

7 

7 

14% 

19% 

64% 

26% 

21% 

37% 

0% 

18% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

6 

6 

31% 

29% 

39% 

41% 

23% 

25% 

8% 

6% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

5 

5 

0% 

17% 

64% 

63% 

36% 

17% 

0% 

2% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

3 

3 

0% 

12% 

31% 

62% 

62% 

21% 

8% 

4% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

2 

2 

14% 

54% 

86% 

42% 

0% 

2% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

1 

1 

４ 子どもの家庭学習（復習・予習）が習慣化していること。 

２ 自分から進んで 元気のよい あいさつができる。 

６ 子どもに，自分や人を大切にする心が育っている。 

５ 子どもに読書の習慣が身に付いていること。 

３ 子どもに，聞く姿勢が育っていること。 
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保護者・教職員による評価から 

 

２ 自分から進んで 元気のよい あいさつができる。 

 前期同様，「自ら進んであいさつができる」「場に応

じたあいさつ」の項目は，保護者の皆様の評価は75％ほ

どが「よくできている・大体できている」とされていま

す。しかし，教職員の評価は他の項目に比べて「あまり

できていない・できていない」と答える意見が大変多い

です。挨拶がしっかりできる子どもに育てるには，ただ

「挨拶をしましょう。」と声をかけるだけでは効果が薄

いのではないかと考えられます。子どもたちにできない

理由を尋ねると，「はずかしい」「朝はしんどい」と

いった理由をいいます。しかし，このような理由で済ま

せるわけにはいきません。児童会の『あいさつ運動』に

加え，大人が模範となるよう積極的に挨拶をしていきま

しょう。 

 
４ 家庭学習（復習・予習）が習慣化していること。 
 家庭学習については，保護者の皆様と教職員の評価は

ほぼ同じで，７０％以上ができていると答えています。

しかし，その内容やまた自学自習に向けて工夫されてい

るかという点については，これからも考えていかなけれ

ばならないと思います。また，「あまりできていない・

できていない」という評価が約３０％もあることが大変

気になります。家庭との連絡を密にとり，習慣化を図っ

ていきたいと思います。 
 
 ５ 子どもは進んで読書している 
 保護者の皆様と教職員の評価との差が大きなものに

なっています。学校では朝の読書の時間をはじめ，学校

生活の中で本に親しむ場面が多くあります。家庭におい

ては高学年では，学校での授業を終えたあとに塾や習い

事に通ったりする子どもも多くあり，じっくり読書に向

かう時間がとれない状況にあるようです。前期にも書き

ましたが，毎日読書に取り組むことは大事なことではあ

りますが，家庭での読書が習慣化するよう比較的時間の

ある土・日曜日を利用して読書に取り組むように声かけ

をしたり，親子で本を読む時間をもっていただくなど，

少しでも子どもたちに本の面白さ，楽しさをわからせて

いく必要があります。 

 

  
 

保護者の皆様のご意見 

 
・板橋校区は，見守る会やＰＴＡの保護者の方に恵まれとても良い環境だと思いいつも感謝しています。 

・今年地域委員をして感じたことは，自分の子どもも含め，基本的な挨拶が出来る子が少ないと思いました。はずかしがら 

 ずに「おはよう。」「ありがとう。」が言えるといいなと思いました。 

・子どもの「基本的な生活態度」や「思いやる心」「習慣」などは，家庭内での親のやるべき事で，学校にまかせていいも 

 のではないと思っています。学校がやるべきこと，家族でやるべきこと，両方で子どもを育てていくものだと思います。 

・先日の社会見学で農園に行き，農家の方のお話を聞けたことは子どもにとって良い体験となりました。久御山の直営店に 

 家族で通りかかった時も話題になりました。おみやげの大根の葉っぱもいつもより増しておいしくたべました。学校でこ 

 んな体験をさせてもらえるのはありがたいと思いました。 

 

１ 子どもが楽しく学校生活をしていること。 
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